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近年、光干渉計やスプリッタ、微小光共振器など量子光学において重要となる光学機能素子を

光導波路によって構成し、集積化されたオンチップ量子光学回路(Quantum Photonic Circuit; QPC)

の研究開発が注目されている。これにより、オンチップ上で低損失かつ安定性の高い量子情報シ

ステムを構築することが可能となるが、光子検出器の集積化が実現に向けた重要な命題の一つと

なってくる。そこで我々はこれまで、高検出効率、低暗計数率、低ジッタ等の優れた特徴を有す

る導波路結合型超伝導ナノワイヤ単一光子検出器(WG-SSPD)を用いた QPC の実現に向けた研究

開発を進めてきた[1]。今回我々は、シリコン導波路による WG-SSPD が集積化された QPC 回路を

作製し、オンチップ上での光干渉観測を行ったので報告する。 

今回作製した QPC 回路は、入射光との結合のために配置された２つのグレーティングカプラ、

シリコン光導波路により形成された BS、および２つの WG-SSPD が集積化されている。グレーテ

ィングカプラの周囲には、シリコンディープエッチング技術を駆使することによりスリーブ構造

を形成し、入射光を導入するための SM ファイバがグレーティングカップラ直上に設置されるよ

うに固定された。パルスレーザ光源からフィルタ(中心波長 1555.6nm、線幅 0.1nm)、アテネータ

を経て十分に狭窄化され減衰された入射光は、冷凍機システム外部に設置されたハーフビームス

プリッタ(HBS)により 2 分岐され、光ディレイラインを経て、冷凍機内に実装された QPC 上のそ

れぞれのグレーティングカップラに入射され

た。入射光は QPC 内の BS により分岐・混合さ

れ、WG-SSPD による光子検出が行われた。図

1 に、光ディレイラインの掃引により観測され

た一次の光干渉効果を示す。光干渉の明瞭度と

しては、0.188 と小さいものの、対称性のよい

明瞭な干渉をオンチップ上で観測する事に成

功した。詳細は講演で報告する。 
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Fig.1 Observed first order optical interference on 

QPC with WG-SSPD 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)19p-B303-11 

© 2018年 応用物理学会 10-087 11.4


